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２ ０ １ 6 年  3 月 発 行   

 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 
 

国立循環器病研究センター  

臨床研究推進センター 

山本晴子 

「雑感：ミスターとリハビリ」 

ミスタージャイアンツこと長嶋茂雄氏が

脳梗塞に倒れたのは2004年3月のことでし

た。一命は取り留めたものの重度の右片麻

痺と言語障害が残ったと報じられたのは皆

さんもご記憶と思います。我々脳卒中を診

療する医師の間でも「長嶋さんの後遺症は

重いのか」とうわさし合ったものです。 

その長嶋さんが、つい先日テレビのイン

タビュー番組に出演されました。阿川佐和

子さんがインタビュアーの番組です。長嶋

さんは終始楽しそうで、病気のこともさら

りとお話されました。「今も毎日リハビリし

てるよ」、「リハビリはイヤじゃない。毎日

やれば少しずつ良くなるよ」、「毎日毎日や

って、ほんの少しだけ良くなるの」、「もう

10 年やってるから、ここまで良くなったん

だよ」などなど。 

また、病後の気持ちについて「（外に出た 

り人に会うことが）最初はイヤだったねえ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でも、やっぱり出て行かないといけない

と思ったの」、「外に出れば気持ちが変わる

からねえ」などなど。 

あくまでニコニコ顔でしたが、今の心境

に至るまでどれほどの葛藤や努力があった

かと思わせるお話でした。ミスターの今の

笑顔は、ひたすら前向きにコツコツ努力を

続けてこられたからなのでしょう。どんな

人にも病気はやってきます。ミスターの姿

は同じような状態の患者さんの励みになる

のではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【八島語録】 

月日の経つのは早いもので、28 年度は理事

改選の年になりました。と同時に、また改め

て顧問をお願いする諸先生方にも、重ねて顧

問をご依頼していくことになります。 

今回の巻頭言は当会の顧問のお一人である

国立循環器病研究センターの山本晴子先生に

お願いしました。一昨年は慈恵会医科大学病

院での「脳卒中・失語症」講演会シンポジス

トとしてご講演をいただきました。 

次年度も、山本晴子先生にもまた引き続き

顧問を快諾していただきました。失語症の原

因の 90％は脳卒中といわれます。失語症と脳

卒中とは切っても切れない関係にあり、その

ような中、脳卒中専門の先生である山本晴子

先生の顧問として、いろいろな方面からご助

言をいただいていく事になります。 

現在日本各地で「脳卒中市民講座」が開催

されています。ご興味のある方、是非、ご参

加ください。 

  
ＳＳＫＳ 

特定非営利活動法人日本失語症協議会機関誌 

『言葉の海』 新聞版 
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～新規入会した友の会紹介～  

『失語症・新潟友の会』 
 

 

 

 

 

 

 

 平成 27年 5月ごろ、私は当時「おしゃべ

りサークル」をやめました。理由は、会員

の多数は構音障害の人が多いため、サーク

ルの中身もそのような実態でした。私は何

度もサークルの会長にこのことを話してき

ましたが、解決しませんでした。私は「し

ゃっきり体操」に行ったとき、このことを

話しました。そこに一名の失語症の人が「失

語症サークルを藤田さん創れば」と話があ

り、努力をしてまいりましだ。 

 「新潟市生涯学習センター」（クロスパル

にいがた）の「生涯学習相談窓口ひだまり」

に相談に行きました。 

最近の新聞で脳卒中の死者が 3位で有る、

隠れ失語症いて困っている。失語症の患者

がやるサークルをここでやらせてもらいた

い、「ひだまり」の人は返事がありませんで

した。相談者は奥に行って市役所の職員を

私の前に連れてきました、もう一度失語症

の患者の説明をつくと、最低 5 名の名簿を

出せば審査をして結論を出します。 

私としては、もう 2 名をどうやって増や

すか、時間かかりました。その時パソコン

を教えている先生が、藤田さんあの話どう

なったと聞いてくる、私がもう 2 名探さな

いと駄目だって答えると、笑って「藤田さ

んがやるサークルを応援してくれる人の名

前も足して 5 名の名簿を出す、それでオッ

ケイだよ。こんな苦労をして 10月から「ク

ロスパル」無償で借りています。最初は 2

～3名でやっていましたが、サークルの名前

を「失語症・新潟島友の会」としていまし

たが、会員の集めることが大変だというこ

とで、「新潟島」を「新潟」としました。（昨

年 2 月）私の住んでいく住所を管轄する包

括センターふなえ・障害者機関相談支援セ

ンター中央にも行ってサークルの目的を話

して会員の募集用紙を書いてもらいました。 

この文を書いている 28年 2月の時点では

8名でやっています。今年の総会で「日本失

語症協議会」に加入と、今まで 1 週間おき

にやってきたサークルを毎週行うことに決

めました。これからも苦労がありと思いま

す。先輩所サークルを参考に頑張ります。 

   「失語症・新潟友の会」・代表：藤田 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『青森失語症友の会・ちょちゃべの会』 

失語症は目に見えない障害です。突然の

事故、脳卒中などで言葉を失われたり、不

自由になられた皆様、そしてご家族の方に

置かれましては、毎日不安と迷いの中で生

活を送られていることと思います。私の主

人は平成 24 年 10 月に突然倒れ、幸い命を

取り留めましたが、失語症になり身体も不

自由になりました。 

青森には長期的にリハビリを受ける施設

もなく、一定期間すぎると家にこもらざる

を得ないのが現状です。失語症は集団リハ

ビリが非常に効果的だといわれております。 

ぜひ、お会いしていろいろな悩みを共有し

ませんか？ 

毎月、慈恵会病院で定例会を開き、時々

カラオケや食事会も行っています。送迎も

可能ですので、一度見学においでください。

ST の学生さんもボランティアで参加して

おります。 

「ちょちゃべの会」・代表：岡田 

1 新潟市の市民で、失語症で悩んでいる仲間

を会員とする 

2 .新潟友の会は。全国失語症友の会・新潟県

失語症連絡会に入会して。県内の失語症の

集まりに参加する 

3. 新潟失語症の会はクロスパルにいがたに、

毎週・木曜日 12時 30分に集まって行う 
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岐阜県で若い失語症の会を作りたいという方か

ら 

チラシをいただきました。 

東京都、埼玉県、大阪府、愛知県の若い失語症

の会、ミドルの会のかたがた、ぜひぜひ、お仲

間になって、応援してください。 

 よろしくお願いいたします。 

 お問い合わせは、失語症協議会事務局へ！ 

 

お知らせ！ 

㈱エスコアールさんのご厚意！ 

エスコアールさん発行の「失語症関連の製品」

を失語症協議会を通じて購入すると 

割引価格！ 

その上売り上げの一部を協議会に 

寄付してくださるのです。 

会員の皆さま！ 

エスコアールさんの本を購入するときは 

協議会事務所に一ご報ください。 
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障害者絵画アートコンテストの 

ご案内 
タイトル：仮称)パラリンアートサッカーア

ートコンテスト特別協力:日本プロサッカ

ーリーグ(Jリーグ) 日本プロサッカー選

手会(JPFA) 

テーマ：「サッカー」（サッカーに関する

全てのこと） 

例）サッカー場から見える空、サッカー場

に咲く花、観客、未来のサッカーなど  

目的：パラリンアートの認知拡大、及び、

パラリンアート作者の支援、育成 

実施日時：【発表記者会見(予定)】2016/3/28 

【応募期間】2016/4/1（金）〜

2016/5/31（火） 

【一次審査】2016/6/1（水）〜

2016/6/30（木） 

【最終審査】2016/7/1（金）〜

2016/7/31（日） 

【結果発表】2016/8月中旬予定 

応募内容：「サッカー」にまつわるパラリ

ンアートを一般から募集。Jリーグ関係者を

始めとした、各協賛社による投票を行い、

グランプリを選出し、8月中旬に行われ

る表彰式において、結果発表。 

応募方法：コンテスト事務局まで送付 

■郵送での申込 

作品（原画）と「応募シート」、「障

がい者手帳の写し」（または、「障

がいを証する診断書の写し」）を同

封し、コンテスト事務局まで郵送 

※個人応募要の「応募シート」は特設HP  

内より要ダウンロード 

※デジタル作品を郵送にて、応募される 

場合は、CDまらはDVDに作品データ 

JPEG、GIF、PNG、BMPのいずれか）を 

記録して「応募シート」を同封の 

うえ郵送 

■webでの申込：特設HPから「専用フォーム」

にて申込※容量制限は2MB 

応募資格：全ての障がい者（国籍不問）「障

がい者手帳の写し」または、「障がいを証

する診断書の写し」を作品と同封 

商品： 

■最優秀賞 アートを元にデザインTシャ

ツを作成し、試合前にJリーグ選手が入場

時に着用 

※その他、J選手会賞、協賛社賞などの賞を

検討中・パラリンアートwebサイト 

※その他検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラリンアートサッカーアートコンテスト 

会社一覧 

 

主催: (一社)障がい者自立推進機構パラリン

アート運営事務局ーリーグ(Jリーグ)  

(一社)日本プロサッカー選手会 

後援予定名義: ㈱朝日新聞社(予定)  

日本郵政グループ(予定)  

テレビ朝日(予定)  

㈱ジェイスポーツ（予定）  

集英社(予定) 
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『私の仏像彫刻』 
 

茨城県失語症友の会 

「葵の会」会長・海老沢 敬 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

失語症者である私に寄り添いよく指導し

てくださった師匠が 2年前 85歳で急逝され

ました。 

しばらく茫然としていた私に、仲間がま

た彫刻を始めようと声をかけてくれました。 

さて、先生がいない場所がないというと

いう事でしたが、我が家の 2 階の 1 室を提

供し、ともかく生徒だけ 3 人で出発しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まもなく縁あって仏像彫刻を趣味として

おられる下館市の内科医の竹盛先生が指導

してくださることになりました。 

先生は月に 2 回程度来宅し新しい方法や

冒険もあって刺激されるものがいっぱいあ

ります。これからがとても楽しみです。 

教室はささやかですが皆で楽しい時間を

過ごしています。 
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祝！新入会 

関連記事 

あり 

＝友の会だより＝ 

 
＊北海道失語症友の会 

機関紙創刊 100

号記念誌発行 

 多くの支援者

からの祝辞満載 

 1昨年新規

に立ち上がった

オホーツク失語

症友の会の会の

情報記載。 

 

 

 

 

＊福島県・会津失語症友の会 

 会津失語症友   

の会（元）会長・   

石本 さんから  

の絵手紙 

 

＊福井失語症友の

会（福井本部） 

 1 月 23 日・定例

会：パタカラ体操、

近況報告 

 2 月 27 日・例会 

 3 月 6 日・役員会：ニュースポーツチャレ

ンジ交流会 

 3 月 26 日・食事会・例会 

＊新潟県・新潟友の会 

 新潟失語症友の会が

協議会に加盟・失語症

者 8名で参加。 

＊石川県失語症友の会 

 岩島会長挨拶概要：～～新年度の活動は

41 回総会に始まり～～～言語聴覚士のお

力をお借りしまして、原点に戻り、1）本

人及び周囲の方々の失語症に対する勇気

付け。2）会員相互の親睦。3）会員の福

祉を図る。４）コミュニケーションの向

上。５）社会復帰。6）健康管理の面でと

もに支えあい努力することを目指す。6点

の約束事の励行～～～ 

＊長野県・長野失語症友の会 

 土屋顧問からの便り抜粋 

  

 

  

  

 

 

＊千葉県・げんき会 

 1 月 25 日・例会：近況報告、ゆっくり話

そう（ST）、 

4 月 11 日・東京医薬専門学校新入生セミ

ナー・プレカレッジ（学生と失語症者がグ

ループになっての交流会 

 5 月 21 日・元気会創立 20 周年の集い 

＊千葉県・ひばりの会 

 10 月 4 日・校外学習 

12 月 5 日定例会・クリスマス会・発声・

発音練習。茂原ハモニカクラブの練習。 

会員の体験談発表。  

＊神奈川県相模原失語症友の会 

 1 月 23 日；障害者差別解消フォーラム 

 NPO 障害児者福祉団体連絡協議会と加山

市長との懇談（協議会 3役として失語症

友の会古山事務局参加） 

2 月 7 日福祉施策懇談会・大堀会長、古山

事務局参加・手帳等級、コミュニケーショ

ン支援に対する意見発表 

2 月 13 日・失語症を正しく理解していた

だく講座開催 

3 月 5 日・連協カフェおしゃべり場。障害

の区別を超えた障害者の〝わ″作り。 

4 月 13 日・津久井言語リハビリ友の会主

催大田仁史先生特別講演会 

＊神奈川県：藤沢言語友の会 

 1 月 31 日・定例会：近況報告＆自己紹介 

 2 月 21 日・定例会 

2 月 4 日・障害者歯科診療関連事業継続説

明会 

 ●神奈川県失語症連絡協議会主催失語症

友の会交流親睦会開催の依頼あり 

 ●神奈川県失語症連主催茅ヶ崎学校訪問

長野でも障害を理由とする差別の解消のための

施策や、失語症および失語症者のさまざまの課題

解消に向けて県や市などのかかわりが多くなっ

てきました。21 日開催のフォーラム題目は「誰

もが安心して自分らしく暮らす地域へ」副知事等

参加予定。 
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小西議員のお働き嬉しいです。就労期の方

のためのフォーラム大切です。私たちの会

は高齢になるばかりで内閣府のアンケート

もお答えできる人は居なかったです。全国

大会・家族講座等情報はありがたいです。 

計画 

＊神奈川県・大和言語さくらの会 
  ２月６日：ラジオ体操、歌唱（発声の効果は 

百薬に勝る） 

 「市長と話そうデイ」でのお願い事 

  失語症の実情を話し言語障害を克服するた

めの方法として「神経内科」の診療を受けな

がら「言語聴覚士（ＳＴ）］による言語訓練を

受けることである。 

＊市立病院の心療内科の診療日の拡大 

＊リハビリテーション科のＳＴの増員 

＊障害者福祉課で言語聴覚士を採用し私 

たちの２つの「言語勉強会」での指導 

を仰ぎたい 

*失語症の認知度を高めることと「言語リ 

ハビリ教室」復活を検討願いたい。等々 

-市長の力を貸してくださるようにお願いした。 

＊埼玉県・春日部失語症友の会 

 2 月 13 日・299 回目の例会。発声練習。   

近況報告。お知らせ、ゲーム（いつだれが、

どこで、何をした）。 

＊埼玉県・さやま茶の花会 

 1 月 21 日・定例会：寒い時に気を付ける

こと、今年やってみたいこと。 

＊埼玉県大宮失語症友の会 

 1 月 16 日：例会、近況報告、4月はお花 

 見 

＊東京江東すずめの会 

 １月３１日・新年会。皆さんの一言、 

＊東京都・目黒失語症友の会椎の木会 

 1 月 13 日・定例会：音読（都道府県クイ

ズ） 

 1 月 29 日高次脳機能障害者支援セミナー 

 2 月 1 日・意思疎通支援協議会’視聴覚障

害者、失語症、高次能機能障害者 

 2 月 13 日・社会教育館利用者懇談会 

 2 月 17 日・障害者団体連絡会（差別解消

法に向けた取り組み） 

 ●会話パートナーはどんなサポートがで

きるの？会話・同行・社会参加等 

＊東京都・世田谷花みずきの会 

 1 月 14 日・定例会：習字の会、歌の集い、

今年の抱負、○✖クイズ 

＊東京都・品川失語症友の会 

 1 月 23 日・定例会：今年の抱負報告、チ

ーム対抗福笑い 

3 月 8 日・でかけ隊 

使用済み切って集め中 

＊東京都大田区ひまわり会 

 ２月２０日：クラブ活動、一言スピーチ、

ゲーム、ティ‐タイム、体操、等々 

＊東京都・新宿失語症友の会 

  

＊東京都・杉並失語症友の会 

 ２月１３日・近況報告・リハビリ体操、

事務連絡（役員改選）等々 

＊東京都・北多摩あすなろ 

 1 月 10 日・定例会 

＊山梨県・東山地区失語症友の会 

＊愛知県：知多言語の会 

 竹内 STからのお知らせ☟ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＊島根県・あしたの会・会長手紙抜粋 

＊奈良県・桜の会 

 1 月 13 日・新年会 

 2 月 28 日・出前トークの会 

 4 月 4 日・さくらの会作品展 

＊大阪府・ふれあいの会 

 2 月 20 日・落語、新舞踊、 

 3 月 5 日・交流会・役員会 

 3 月 19 日・合唱・総会・交流会 

＊和歌山紀の国会 

 1 月 16 日・新年会： 

＊熊本県・たくま会 

 1 月 15 日・足をのばそう会：サントリー

第 30 回愛知全国大会懇親会で皆で歌った

「花は咲く」の映像が、NHK百万人の花は

咲くのホームページで、2月 15日公開され

ました。141 番です。皆さん、見てくださ

い！ 

http://www.nhk.or.jp/ashita/hanaboshu/vi

deo/20160212_1.html#video 

http://www.nhk.or.jp/ashita/hanaboshu/video/20160212_1.html%23video
http://www.nhk.or.jp/ashita/hanaboshu/video/20160212_1.html%23video
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九州熊本工場華ほたる 

 松岡会長：失語症になって 19 年・リハビ

リを続けマラソン！で進行中。 

＊沖縄県・ゆんたく会 

 2015 年 10 月・沖縄リハビリテーション学

院 1年生と交流（他己紹介、歌、ダン

ス。口の運動、構音練習等）（新聞掲載）  

 1 月 15 日・新年会・事務局長手紙抜粋 

   

 

 

 

 

 

 

関係団体の情報 

＊東京都心身障害者福祉センター 

 移転先：東京都飯田橋帳庁舎 

＊ＮＰＯ法人日本障害者協議会 

 1月 12日・ニューイヤー交流会 

＊ＮＰＯ法人コミュニケーションアシストネットワーク 

 3月 13日：失語症がある人にとっての交通バ

リアフリー・移動における手段と情報 

 於：大阪市市民交流センター 

＊一般社団法人日本脳損症ケアリングコミュニ

ティ学会 

 2月 11日、3月 13日理事会 

＊杉並区関連 

 NPO ガイドブック発刊記念交流会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局便り 

 
 

■2 月 11 日（木）社団法人日本脳損障ケア

リングコミュニティ学会理事会（欠席） 

■2月12日（金）シーズ・ニーズマッチング交流

会東京会場（TOC有明会場）（藤原・園田） 

■2 月 19 日（金）国立リハビリテーションセンタ

ー高次脳機能障害連絡協議会連絡会・シン

ポジウム 

  （園田） 

■2 月 21 日（日）杉並区家族講座「ある日突然

～家族が失語症に！」 ㈱言語生活サポー

トセンタ^－主催（藤原） 

■2 月 26 日（金）高次脳機能障害第 2 次医療

圏講習会（園田） 

■３月３日（木）杉並区NPOガイドブック発刊記

念交流会：杉並区 NPO 団体６２団体参加：

杉並失語症友の会（吉田、谷、田代、倉本）、

亀沢）園田 

■3 月 13 日（日）ケアコミ学会理事会（欠席） 

■3月16日（水）厚生労働省意思疎通を図るこ

とに支障のある障害者等に対する支援の在

り方に関する研究事業委員会（山本 ST,園

田） 

■3 月 23 日（水）脳卒中協会会議（園田） 

■4 月 22 日（金）国リハ高次脳機能障害情報

支援センター運営委員会（園田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月の総会で今後の会を荷ってくれるとこ

ろが見つからないので。このままでは会を

解散するか休会するか検討中。言語聴覚士

会などの支援がない中でこれから先の会の

運営に苦慮しています。 

≪アンケートのお願い：失語症のある方への有用な支援機器作成資料≫ 

今回は 28 年度に向けて、失語症のある方々へのニーズ調査のアンケートを入れ込みました。こ

れは、将来失語症のある方々の有用な支援機器開発の参考になりますよう関係機関へ報告しま

す。現在、他の多くの社会的障壁のある方々への支援機器（例：車いす、杖、入浴設備、通信機器

等々）の開発が進み、また活用されていますが、失語症のある方にとり有用な支援機器はほん

のわずかしかありません。失語症は一言では表せないほど症状がたくさんあり、失語症の程度

の差も様々です。この調査は、将来、少しでも多くの失語症のある方々の支援機器の開発の参

考になるようなニーズ調査になりますように、今回のアンケートを作成しました。皆様のご協力

をお願いいたします。ご返信はファックスあるいは郵送でお願いいたします。（送料はご負担い

ただきますれば幸いでございます。） 

なお、このアンケート作成に関しましては、都立府中療育センターST の山本弘子先生にご意

見を頂戴しました。そのうえで、支援機器関連の会議にご同行いただき、失語症のある方に関す

る意見を支援機器協会側にご提示くださった臨床福祉専門学校 STの黒川容輔先生に調査後の

アンケートへのご助言と「まとめ」をお願いしております。 
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皆様のご厚情に心から感謝申し上げます。 

平成 28年 1月 2月にご寄付を頂戴した方々の名簿を記載させていただきます。 

一般寄付者名簿（順不同・敬称略）事務所の諸経費に使わせていただきます。 

八島 三男 相場 肖美 山本 弘子 森本 セツ子 

志村 哲 園田 暎良 あきる野「こーゆう」 ㈱エスコアール 

 

愛知大会応援寄付者名簿（順不同、敬称略） 

（記録集追加分の作成・印刷・配布の資金にさせていただきました） 

加藤 秀樹 鈴木 朋子 小西 洋之 堀口 彩希 

綿森 淑子 海老澤 敬 越田 智子 辻 洋治 

山木田 明 好彦 中橋 誠一 永野 

山川 義嗣 小野寺 紀彦 梶田 祝子 ハート倶楽部 

田中 美恵子 （正）竹津 久美子 （誤）竹澤 久美子（お名前訂正分） 

 

 

ゆうちょ寄付者お名前 1 月・2月名簿です。 

（主に毎月の事務所家賃の支払い資金にさせていただいております。） 

（順不同・敬称略）お名前記載のない場合は事務所まで御連絡をお願いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

青柳律子 赤嶺愛子 足立博子 阿部晃 五十嵐景子 生島文子 伊崎祥造 

石井太一 石川守 市川正美 伊藤世紀 伊藤聖子 伊藤怜子 岩嵜克己  

岩島満夫 岩田弘明 岩屋雄二 出澤登美子 内山幸子 梅津今日子  

海老沢敬 小川弥生 大城貴代子 大塚善一 大前美由紀 大屋スミ子  

大西康史 大西知子 大類和之 小野芳夫 小原純一 片岡博道 川口安弘 

川崎靖 神﨑宗高 神田知佳 神田裕 木村高子 黒木邦俊 児島その  

後藤悦子 小柳信善 斎藤敏文 坂田雄治 佐々木正尚 佐々木正博  

笹子正巳 佐藤やす江 笹沼澄子 佐々木光恵 佐藤聡子 佐藤誠一  

篠崎蕗子 柴田すが子 志摩進 清水江美子 志村孝子 志村哲 城野明子 

杉尾恭子 鈴木弘二 須田悦子 関原敏子 園田暎良 園田尚美 高倉幸次郎 

高倉正子 高橋英子 竹田和代 武村敦士 田中加代子 田中達男 田中英明 

田中昌明 田中真寿美 谷口博明 田村和之 手塚京子 戸村純子 中村光 

中川智之 長屋洋子 南部恒夫 沼崎知江子 野上直樹 萩原博美 橋本一夫 

橋本秀久 橋本ゆき 橋本幸枝 濱本王枝 早川晴美 林一郎 林静子  

林百合子 原宏一 原泰子 比嘉なな子 平澤哲哉 古山久子 星野トヨコ 

北海道失語症友の会 堀田憲次 堀間力夫 増尾禎子 益尾正典 松岡孝一 

松田正久 松本祐治 丸井美恵子 間々田佳代子 美濃謙二 宮越くに  

村野浩 水上千鶴 水上盛一 村松理恵子 目黒周子 森永京子 森田恵子 

森山満敏 八島三男 山本剛正 山本弘子 横田清 横田聖子 横森美知子 

横山眞太郎 吉岡昭 吉田玲子 吉村正夫 綿森淑子 渡瀬とし子 

（合計 135名） 
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・目次・ 

P1: 巻頭言・八島語録 

P2: 新規入会友の会紹介（新潟・青森） 

P3: 岐阜若い失語症の会  

  広告・エスコアール 

P4: 障害者絵画アートコンテストのご案内 

P5:  私の仏像彫刻 

P6: 広告・ゆずりはコミュニケーションズ 

P7: 友の会だより 

P8: 友の会だより 

P9:  友の会だより・事務局だより 

   アンケートのお願い 

P10: 寄付者名簿 

P11: 障害者の日常生活及び社会生活～～略～ 

一部を改正する法律案 抜粋 

   目次・編集後記 

P12: 失語症生活便利帳申込書 

 

＊付録 

P13/14: 新規コミュニケーション補助機器作成

に向けた失語症者のニーズ調査 ○✖

形式 

P15/ 16: 同上・具体的な記入用紙 

P17/ 18: 言語聴覚士の四方山話・クイズ 

・編集後記・今号 28号で 27年度 JAPCニ 

ュース最終号となりました。早いものです。 

今年度、新規入会友の会は 2・記事でご紹介）

退会友の会は 3でした。退会の理由は高齢で会員

数の減少でした。友の会は仲間と触れ合う場所、

失語症のある方々とご家族の大事な居場所です。

例え２名でも、３名でも、ST の先生のお力添え

とご家族の協力があれば友の会は成り立ちます。

人数が減ったからといって失語症のある方々の居

場所をなくさないでいただきたいと思います。メ

ンバー増減は仕方ない事です。でも仲間と共に過

ごす時間はかけがえのない時間だと思います。   

友の会の皆様、友の会だよりをご覧になって、

他の友の会の活動をご参考になさり、これからも

仲間と共に歩む時間を大切にお過ごしください。   

また、個人正会員の方々のご入会は 8名でした。

日本失語症協議会は元気を取り戻し、仲間が増え

つつあります。嬉しい事です。 

一方、27年度の失語症協議会の事業を振り返り

ますと、今年度は 6月の総会、10月は愛知県での

全国大会、12月は内閣府の障害者週間セミナー、

その間を縫って、失語症のある高次能機能障害の

方々の就労調査などなどの事業をいたしました。   

来年度も講演会や調査研究事業を重ね失語症の

ある方々の権利をしっかりと確保していきます。   

協議会の皆様の声・お力添えが必要です。（園田） 
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